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選択肢を附 した物語完成法
川 村 蕗
私ほ 目下拙考の選択肢を附した物語完成法の作成，施行，研究に没頭して居るのである
が，その作成を初めて思い立 ったのほ，昭和26年 1 月の ことであ った。そ して29年迄 の 4
年間の結果ほ，東京大学教育心理学専門課程修士論文にまとめた。それ以後のものほ，昨
年及び本年の日本心理学会， 日本応用心理学会の計 4 回の大会において報肯 した。 今 度
ほ， これ らの ものを と りま とめて考察 し，論述 したい と思 う。使用 した選択 肢を附 した物
語晃 成法は ，27年 6 月に一応 の ものが完成 し，更に32年10月に別個 の ものが成立 した。そ
して この 2 著 聞には，作成の動機乃至 目的において，若干 ことな るものがあ った。
修士論文 に とりま とめた結果は，勿論27年 6 月に完成 した物語 完成法 に よる ものであ っ
て，その研究 の 目的ほ，そ の冒頭に示 した ごと くであ る。
即 ち，L ．L ．T bu rstone（1948）は projective metbodについて，杜）その術語が世間
的に通用す る，知 られ受 けいれ られた観念 も しくは心 理学者全般 が理解 し得 る新 しい観念
に移 され ること。（2）客観的 に SCOr in g され ること。桝説 明が信頼 し得 る こと。実験 の証
拠，心艶 学の理論が示 されね ばな らぬ と語 る。 これは確 かに現下 の prOjective m etbod
の研究 において重大 な欠 陥 とな って居 るものであ り，本研究 の 目的は， この欠 陥をい くら
かで も補 いたい気特 によ って立 て られた。物語 完成法 に選 択肢を附す ることほ，その統計
的処理 をな さしめ，客観化 に役立つわけであ る等 と述べて居 る。
しか し私 ほ，現在 は，いわ ば もっと謙虚 な らざるを得 ない。私 の現在 の研究 ほ，おそ ら
く将来 においてか よ うな 目的 を もった全般的な p ro jectiv e metbodの研究に役立つこ
とであろ う。 しか し現在私 ほ，私 の選択肢を附 した物語 完成法 に没顔 して居 るのであ る。
修士論文 に示 した 目的へ の道 は，そ の後において開かれ ることであろ う。
ところで この際使用 した物語完成法は，稲 尾の第 1 型であ るが，各問題 の各選択肢は，
いずれ も物語 の主人公 の行動 の 1 型を示す。 ただ し配列の順 序ほ random に並 べた もの
であ る。型 とは，斗主人公 の要求が満足 され るかそれが不可能な時 は直 ちに代償行動が行
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ほれ る場合ケ ネ通常道徳使命義務 と よばれ るものを守 る ことに よ り行動が 行われ る場合
（前 の 場合には この場合を除 く）ク ，†一応 fru stra tion におちい るが fru stration
p ro cess か ら m otiv a tion pro ce s＄へ 復 帰 す る場 合ク ，や 丘Ⅹation の場 合 ．a gg re s＄ion
の場 合 ク ， も regression の場 合 ， an X iety の場 合 ク ，冬 resign a tio n の場 合 ク ， 冬 人
生的価値そ のものの reSig n a tion になった場合 ク ，斗一応 m o tiv a tion processへの
復帰 が生 じなが らしか も人生的価値そ のものの reSig n ation にな る場合 クのそれぞれの
場合 を 1型 とす るものであ って，便宜上それぞれの型 に番号 を附 す る。即 ち上 の10の場合
の型 の番号 を，順次 ，仕），（勿，㈱，（幼，糊，㈱，細 ，恒），㈹ ，但）， とす る。以下 この番号
を用 い る こ とに す る。
修士論文の集団的結果及び主要な仮説
修士論文であつかった物語完成法の集団的被験者ほ，束京大学々生 260 人（27年 6 月18
日よ り同年10月 1 日迄の間に施 行），束京女子大 学 々生 165人（28年10月30 日よ り29年7 月30
日迄 の闇 に施行）， 津 田塾大学 々生95人 （28年 5 月下旬 よ り6 月下旬に施 行）で あ った。
この東京大学 々生は， ことご とく男子であ る。叉東京 女子大学 々生 と津 田塾大学 々生につ
いては，選択肢 の選択 とそ の大学に所属す ることとが関係 があ るか ど うか ズ2 検 定に よ り
検定 してみた ところ， いずれ の問題において も独立 である とみ なせた。 よって これ らは同
一母集 団か らの棟木 としてあつか った。得 られた結果 の，最 も適 当 として選択 した選択肢
の頻数を，表 1 ，表 2 ，表 3 に示す。
この結果 に対 して立 て られた仮説 申，特に重要 な，且以後 の研究 に関係 ある ものを あげ
る。仮説 の番 号ほ必 ず しも修士論文 に立 てた時 の番号 と一致 しない叉 多少異 る。
表 1 東大学塵 の選択 した選択肢 の頻数
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表2 東女大学生の選択 した選択肢 の頻数
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衷3 津 弥塾学生の選択 した選択肢 の頻数
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〔 Ⅰ〕 集団的 にみ る とき，被験者 の多 くは，多 くの Sitn ation におき，実際に行 い考
えることにおいて，適応的反応 をなす。
〔Ⅱ〕 実際に行い考えた適応的反応ほ，問題に対 して刺戟反応汎化をなす。
〔Ⅱ〕 実際 に行 い衰 えた ことの問題に対 す る刺桟反応汎化 に対 しては分化が成立す る。
これ 以後 の研 究 を先 ず これ らの仮 設 の験 証 と して み る とき ， そ れ は ど うい うこ とに な る
tだろ うか。 な お修 士 論 文 で立 てた ， 〃 フ ラス トレ ー シ ョン反応 は汎 化 しな い クと－い う仮 説
は， M a ier 自身 において も明白な ものでな く，汎化を刺戟汎 化のみに限 って言 った もの
とみ られ る。＜ M a ier （1956），M aier an¢Ellen（1955）＞従って，これほここで撤回し
てお く 。
仮 説 の 験 証 （1 ）
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32年 5 月の日本応用心理学会第23回大会の発表においてあつかった，高校生 300 人に修
士論文の時 と同様な物語完成法を施行 した結果ほ，次の通 りであった。 この施行にあたっ
ては，問題 の臼，肖，碑，軸，帥 のみをぬ き出 して行 った。 その結果 は，表 4 ，表 5 の通
りで あ る。
表4 男子高校生 の選択 した選択肢の頻数 表5 女子高校生 の選択 した選択肢 の頻数
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この集団的結果を，男子高校生女子高校生を別の集団と一応考え，その間，及びこれ ら
と，‾東京大学 々生，東京女子大学 々生及び津田塾大学 々生 との聞の比 較をみ る。 まず男子
高校生 と女子高佼生 の選 択肢の選 択に差 があるか ど うか， ズ2 挽定に よ り検定 してみ る。
糾，（勿，㈱ ；梯，㈱，（幼；の ，㈱ をそれぞれ－ま とめ に し， 2 × 5 分割に して検定 す る。
この仕方 は以下 にお いて も同 じであ る。次 の表 の通 りである。
表6 男子女子高校生間の選択肢選択 の羞
の検定
集 団 間
男子女子高校生
ク
??
． ?
l 問 題 t  X 2 i ♪
????
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3 ，153
3 ，2 12
9 ，2 12
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＞．50
＞．30
＞．20
＜ ．05
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即ち肖 ，斡 ，斡 にほな く，脚，00 において
は差 あ りとい え る。 よ って同 様 に して， 表
7 の選択の差の検定を求めた。
表7 男子女子高校生 と大学生間の選択肢選
択の羞 の検定
集団 間 ‡問 題 ‡ ズ望 ‡ タ
窟校 生 と東 大 生
高校生 と女子大生
高校 生 と大 学 生
高校 生 と東 大 生
高校生 と女子大生
男高 生 と東 大 生
男高生 と女子大生
女高 生 と東 大 生
女高生 と女子大生
男高 生 と東 大 生
男高生 と女子大生
女高 生 と東 大 生
女高生 と女子大生
??????? ?
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1 3 ，6 16
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5 1 ，063
1 5，594
2 6，983
9，363
4 ，104
3 7 ，731
6 ，49 7
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束京大学 々生 と壌京女子大学 々生 及び津 田塾大学 々生 間にほ，肖を除 き差 がみ られ る。
なお頻数 の関係で，担），（軌 （朝と細 ；（¢と㈹ ，但）を一 ま とめに して， 2 × 4 分割 ， 2 × 3
分割 に した蓼含 もあ る。
次に仁），（句，㈱ の選 択について，C ．R ．法 を用 いれば ，表 8 ，表 9 の通 りに集団間で選択
がこ とな る。
表 8 高校生 と大学生間 の選択肢（1），
晩），（叫選択 の羞 の検定
集′団 間 盲頂丁蒜
高校生 と大学生
〃
ク
〃
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???
7 ．56
3 ．47
7 ．56
4 ．39
3 ．39
＜ ．01
＜ ．01
＜ ．01
＜ ．01
＜ ．01
表9 男子女子高校生間 の選択 肢（1），
（乳 ¢ゆ選択 の差 の検定
集団 間 l 問 題 i c・R ・
男子女子高校生
′ク
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1 ．2 1
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東京大学 々生 と帝京 女子大学 々生 及び津 田塾大学 々生 とでは，脚を除 き有 意の差あ り，
いづれ も東京女子大学 々生及び津 田塾大 学 々生 において大 である。叉表 8 においてほいづ
れも高校 生 にお いて大 であ り，表 9 でほ，帥 において女子高校生において大 であ る。
これ らの結果を，修士論文 の仮説 の験証 として考 えてみ よ う。先づ この よ うな問題に対
する思 考 と実 際に行 った こと考 えた ことの間 の分 化が，女子 よ りも男子 ，高校生 よ りも大
学生 において よ り成立 す るものであ るとの，新 しい仮 説を立 ててみれ ば，糾 ，（勿，細 の選
択の結果 は，仮説〔∬〕及 び〔Ⅱ〕の証 明 と考 え られ る。 そ して この新 に立 てた仮説に よれば，
束京大学 々生 は‾東京女子大学 々生及 び津 田塾大 学 々生 よ りも， これ らの間置 において，高
校生 との間に差異 を示 さなければ な らず，叉大学生 間の この 2 集 団間の差異 よ りも，高校
生の男子女子 間においては差異が示 され ない とい うことになる。大学生 の この 2 集団聞の
差異 は，田 をのぞいて見 られ るのに対■し，高校生 の男子女子 間においてほ，脚，帥にみ ら
れるのみであ る。叉表 7 に見 られ る通 り，東京大学 々生 は東京女子大学 々生 及び津 田塾大
学々生 よ りも明か に高校生 に対 して差異を示 して居 る。即 ち東京女子大 学 々生及 び津 田塾
大学 々生 は，肖及 び軸 において，それぞれ高校生 ，男子高校生 との聞に差 あ りといえない
のに，東京大学 々生は， いずれ の場合 において も差 あ りといえるのであ る。薪 に立 て られ
た仮 説 は証 明 され た とい え よ う。 た だ し この仮 説 は， 仮 説〔 Ⅱ〕，〔Ⅱ〕と こ とな り， む しろ
“帰納的 にえ られた経験 的な もの，経験 され る事実 につ いての一般 命題 ”とい うことが出
来よ う。＜ 中村（1952）＞ これ ら “仮 説 ” ほ厳 密 で な い に し て も。
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仮 説 の 験 証（2 ）
昭 和32年 10月 よ りは修士論文 の時用 いた もの と別個 の物語 完成法を用いて居 る。 それは
5 問題 か ら成 り， 「 これ迄小説を書 いて居て，その結末 を これか らつける」 とい うほか に，
「あ なたが主 人公であ るな らば」，「あなたが主 人公であ るな らば どれが望 ま しいか」，「 この
主人公が実際に存在 したな ら」，「 この主人公が実際に存在 したな ら，そ の場合 あなたほ この
主人公が ど うな ることが望 ましいか」の 4 の質問を出す ものであ る。出す順序ほ ra n do m
であ る。 この作成 にあた っては， このよ うな質問を出 し得 るため の改訂 は もちろん，その
他 能ふ るかぎ りの，問題，選 択肢 の改訂を試 みた のであ って，仙 ま ＝主人 公の要求 が満足
され る場合”，㈹ は り社会的価 値へ の a gg reSSion を伴 う resign a tion の場合 ”，㈱は
“死 を思 うよ うな re sign a tion の場 合 ” とな った 。 更 に ‘唱Ⅹation の場 合 ” は ， これ
らの型を分類 す るのに基準 とな った M aier の fru stra tin g の考 え方が，
（a） insoluble  p r o b l e m
（b） pressure  b r o m  b e b i n d
糾 barriers preventing escape
仏 ） p e r ＄is te n t or severe punisbment
に
（e） consistency  o r i n c o u s i s t e n c y  o f  r e s u l t s  t h a t c o n f l i c t  w i t h  e n p e c t a －
tio llS
がっけ加わ った ものになった ＜ M a ier and Ellen（1955）＞ので，これに応ずるように
変え られた。稲尾 の第 2 型であ る。
なお この物語完成法において も，選択肢配列 の順 序は ra n do m に並 べた ものであ って，
次に配列 の番号 と選 択肢の型 の番号 とを対比 してお く。表 10であ る。
東大教養学部学生24人 に これ を施行 した結果は，極 めて明瞭 な ものであ った。
先づ例えば「小説 として」 の場合 の選 択肢 の選択 と「あなたが主人公であ るな らば 」の
場合 の選 択肢の選択 とが一致す るか ど うかを，各 問題 ごとに均 してそ の平均をみた。「小
説与して」 と他 との選択 の一致 の平均 は，いづれ も他 の 6 の平均 よ りも小であ る。最 も一
致す るものは， 「あなたが主 人公であ るな らば どれが望 ま しいか」 と「主 人公が存在 した
な らば どれが望 ま しいか」 の聞であ り，次 に一致す るものは，「あなたが主人 公であるな
らば」 と，「主人公が存在 したな らば どれが望 ま しいか」及び「あなたが主 人公であるな
らば どれが望 ま しいか」 とのそれぞれの間の選択であ る。
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開表10 選択 肢配列 の番 号 と選択肢の型 の番号
題儲 け引 型の番可i 問 題 牒 u引 型の番可き問 題 暦 叫引 型の番号
???????????????????
?????? ??????????
???? ???????????
????????? ??????????
??????????????????
更に問題別 に主 人公が fru stration におちい る選択肢 の選択をみれば，「／ト説 として」
の場合 は， Ⅱをのぞいては，いずれ の問題にお いても，他 の場合 よ りも大 である。 Ⅱにお
いて も，「主人 公が存在 したな らば」 と同数であ って，その他 の場合 よ りは多 い。叉「主
人公が存在 したな らば」 も，その他 の 3 場合 と比較 す ると，いずれ の問題 においても大 と
なって居 る。
こ うした結果 を考 えてみれは，「あなたが主人 公であるな らば」 と「あなたが主 人公で
あるな らば どれ が望 ま しいか」 と「主人公が存在 したな らば どれ が望 ま しいか」 との 3 場
合の間の一致が大 き く， しか も これ らにおいて fru stra tion の選択肢 の選択が小であ る
ことは，eX peCta tio n s と結果 の不一致，叉解決 し得 る問題 場面における COm p u lsion
を示す ものでな く，fr u stration の選択肢へ の 丘Ⅹation を示す もので もないか ら，叉被
験者 はやは りこれ らか ら，「あなた」にわず らわ されて居 ない と考 え られ，抑 圧 された も
のを想像 し得 ないか ら， fru stra tio n が被験者 自体 に生 じて居 る とほ思 えない。一この被
験者 においては， 「小説 として」が願望 とも現実 ともちが うものを意味 して居 た と．い うこ
とが出来 るだろ う。表11か ら表16 までに これ らを示 す。
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表11 質 問間の選択肢選択の一致不一致 の平均（1）
質問 間
??
小説 と して と主 人 公 な らば
パ、説 と して と主 人公 な ら望 ま しい
小説 と して と主 人公 が存 在 した な ら
バ、説 と して と主人 公 が 存 老 した な ら望 ま し い
?
??
?
??? ? ? ）?? ?? ?
主人公 な らば と主 人公・な ら望 ま しい
主人公 な らば と主 人公が存在 したなら
主人公 な らば と主 人公 が 存 在 した な ら望 ま しい
????
?? ??? ?? ?
主人公・な ら望 ま しい と主 人公 が存 在 した な ら
主人公 な ら望 しい と主 人公 が存 衣 した な ら望 ま しい
6 ．2
1 2 ．4
1 7．8
1 1 ．6
主人 公 が 存 在 した な ら と主 人公・が 存 衣 した な ら望 ま しい l 5 ．8 l 18 ．2
表12 ／J、説 と しての 場合 の選 択 した 選
択牌の頻数（1）
表蒜 ＼＼空 事 I t Ⅱ i Ⅱ l Ⅳ ? ??
??????
計
??
?
?
?
?
? ??
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
???
??????
??
?
?
?
?
?
??
?
? ?
?
?
?
?
?
?
2 4
? ?
?
?
?
?
??
?
?
??
?
?
?
?
2 4
?
?
?
?
?
???
???
????? ?
2 4
表14 主 人公 な ら望 ま しい の場 合 の選
択 した選択肢 の頻 数（1）
蒜諒＼、空 い ！Ⅱ l Ⅱ i Ⅳ い
??????
1 …‡2 2
0
0
0
1
0
1
2 4
?
??
ー
ー ー ー ?
?
?
??
1
0
0
1
0
2
0
2 4
??
??? ??????
0
0
5
0
2 4
??
???
?
? ? ? ? ? ?
?
??
? ? ?
?
?
??
?
?
?
?
??
?
?
?
?
表13 主人公 な らば の場合の選択 した
選 択肢の頻数（1）
間??? 工J Ⅱ I Ⅱ j Ⅳ 1 Y
??????
??
?
?
?????????
?
巨24
??
?
?
??
?
???
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
??
?
?
?
??
1 享‡ 1 3
2
1
2
3
2
0
2 4
1三‡ 17
1
0
1
2
2
1
2 4
表15 主人公・が存在 したな らの場合 の
選択 した選択肢 の頻数（1）
開
選釈放????????
工
?
?
?
?
?
??
??
?
? ? ? ?
2 4
Ⅱ： Ⅱ l Ⅳ f  V
??
? ?? ? ? ? ? ?? ? ? ? ? ? ? ? ? ?
2 4
? ?
｝
?
?
??
?
?
?
?
??
?
?
2 4
?
???
??????
2 4
??
?? ??
?
?
?
?
?
?
??
?
?
2 4
??
次に18歳か ら22歳にわ たる10人 の女子被
験者（短大卒，大学1年，高校卒，高校3
年） に施行 した結果 をみ よ う。例 えば 「小
説として」 の場合 の選 択肢の選択 と I－‾ぁな
たが主人公であ るな らば」の場合 の選択肢
の選択 とが一致 す るか ど うかを，各問題 ご
とに出 してそ の平 均 を も とめ た。
「小説 として」の他 との一致ほ，「主人 公
が存在 したな らば どれが望 ましいか」 とを
除き， いづれ も他 の 6 平均 よ りも小い。叉
表16 主 人公 が存 在 した な ら望 ま しい の場
合の選択 した選択肢 の頻数（1）
＼禦い Ⅱi 双 l Ⅳ t  V
（ 1 ）
（2 ）
㈹
（ 5 ）
（3 ）
㈹
（ 4 ）
（ 6 ）
（ 7）
（ 8 ）
計
1 …‡2 2
0
0
0
0
0
2
0
2 4
1 董‡ 1 9
0
1
2
0
0
0
2 4
享‡1 3
2
3
0
0
0
6
0
2 4
1 喜‡ 1 8
3
1
1
0
1
0
2 4
1 蔓† 1 8
1
1
0
0
1
2
2 4
「主人公が存在 したな らば どれが望 ま しいか」 との一致 ほ，「あなたが主人公であ るな ら
ば＿」 と「主 人公が存在 したな らば」 との一致，及び「あなたが主人公 である な ら ば」 と
「主人公が存在 したな らば どれが望 ま しいか」 との一致 とともに， これ ら3 者についで小
い。文 一致 が最 も大 きい ものは， 「あ なたが主人 公であるな らば どれが望 ま、し い か」 と
「主 人公が存在 したな らば どれが望 ま しいか」であ る。 しか し「あなたが主人公 であるな
らば」 と他 との一致 は今度 は小 く， 「主人公が存在 したな らば」 よ りも小 くな って居 る。
更に問題別 に主人公が frustration におちい る選 択肢 の選択をみれば，「小説 として」
の場合 は，肛及 びⅣ では，他 の場合 よ りも選択 が大 である。 Ⅰにおいては，「あなたが主
人公 で あ る な らば」 よ りも小 で あ り， 「主 人公 が存 在 した な らば 」 と等 しい。 他 よ りは大
であ る。 1【 に お い ては ， 「あ な た が主 人 公 で あ る な らば ＿」と等 し く，他 よ りも大 で あ る。
Ⅴに お い て は，「主 人 公 が存 在 した な らば 」 よ りは小 で あ り，他 よ りは大 で あ る。「あ なた
が主人公 であるな らば」 と「主 人公が存在 した な らば」 とを比較 してみ ると， Ⅰ， Ⅱでは
「あなたが主人公であ るな らば」の方 が大 であ り， Ⅱ，Ⅳでは等 し く，Ⅴでほ「主人公が
存在 した な らば」 の方が大 とな って居 る。他 の 2 場合は，いずれ もこれ らの 3 者 の場合よ
りも選 択 が 小 で あ る。
′
「あなたが主 人公であ るな らば」 と2 の望 ましい場合 の選択 の一致が小であ ること， し
かも「あなたが主人公 であるな らば」 の場合 の fru stration の選択肢 の選択 が大 である
ことほ，前 の場合 とほ逆 に，eXp eC tation s と結果 の不一致，解決 し得 る問題場面 におけ
る COm p u lsion を示 す もの と考 え得 るのではないか。これ ら被験者 自体 に fru stra tion
が生 じて居 る とい ってよか ろ う。叉所 謂抑圧 とい うことを考 えてみれば， これ は， 「あ な
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たが主人 公であるな らば どれが望 ま しいか」 と「主人公が存在 したな らば どれ声ミ望 ま しい
か」 との一致 が大で ある こと，「あなたが主人公であ るな らば」 の場合 の fru stration
の選 択肢の選択が，「主 人公が存在 した な らば」 の場合 の選 択 よ りもむ しろ大 であ ること
からして，考 え得 ないであ ろ う。
か よ うに これ ら被 験 者 に お い て も， や は り「小 説 と して 」 が願 望 とも現 実 とも ちが．うも
のを意味 して居 た とい うことが出来 るであろ う。 しか もこの こと， 及び東大 教養学部 の、被
験者におけ るこのよ うな結果は，仮説〔Ⅱ〕と矛 盾する ものでは ない。東大教 養学 部の被験
者に対■しては仮説〔Ⅱ〕が考 え られ，10人 の女子被験者 自体 には，多 く fru stration が生
じて居 ると考 え られ， この場合汎 化すべ き適応的反応が存在 しない と考 え られ るか らであ
る。要 す るに これ らの結果ほ，仮説〔Ⅱ〕の証 明 とされ るで あろ う。．表 17か ら表22 までに10
人の女子被験者のものを示す。
表17 質問間の選択肢選択 の一致不 一致 の平均（到
質問 間 致l 不
バ、説 と して と主人 公 な らば
バ、説 と して と主 人公 な ら望 ま しい
〃、説 と して と主 人 公 が 存 在 した な ら
小説 とし て と主 人公 が 存 在 した な ら望 ま しい
主人公 な らば と主 人 公 な ら望 ま しい
主人公な らばと主人公が存在 したな ら
主人 公 な らば と主 人公 が 存 哀 した な ら望 ま しい
主人 公 な ら望 ま しい と主 人公 が存 暮 した な ら
主人公 な ら望 ま しい と主 人公 が存 在 した な ら望 ま しい
??
??
??
??
?
???
??
??? ?
主人公 が存 在 した な ら と主 人公 が存 在 した な ら望 ま しい
???
?
? ?
?
? ?
6 ．6
6 ．8
6 ．8
4 ．8
3 ．6
6
表18 ／ト説 と して の場 合 の選 択 した 選
択肢 の頻数物
蒜計空空い
（ 1）物 神
その 他
8
2
ⅡI Ⅱ I Ⅳ i  Y
4
6
1
9
4
6
5
5
表20 主人公 な ら望 ましいの場合の選
択 した選択肢の頻数物
表意＼警 l
（ 1 ）（勿 ¢印
その 他
工l Ⅱ l Ⅱ l Ⅳ
1 0
0
8 3
7
1 0
0
Ⅴ10
0
表19 主人公 ならばの場合 の選択 した
選択肢 の頻数（勿
蒜窟で い iⅡlⅡⅣl  Y
（1 ）（封 8 吻
その イ也
4
6
2
8
4 8
2
表21 主人公 が存在 したな らの場合の
選択 した選択肢の頻数（封
蒜か警i
（ 1 ）（2 ） 仁ゆ
その 他
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8
2
Ⅱl Ⅱ
6
4
2
8
Ⅳl  Y
6
4
4
6
この10人の女子被験者の結果ほ，被験者
自体 に fru stration が生 じて居 ると考 え
られ る時 に も，仮 説〔Ⅱ 〕が 証 明 され た こ と
にな る。
吏に上述 のごとき実験 ，処理 によ って，
表22 主 人公 が存 在 した な ら望 ま しいの 場
合 の選択 した選択肢の頻数（勿
蒜訂＼竿lI
（ 1）（勿 伽カ
その 他
1 0
0
Ⅱt Ⅱ
9
1
5
5
Ⅳl  Y
9
1
9
1
仮説〔 Ⅰ〕が験証 され，叉 このよ うな実験 ，処：堅の結果， 「小説 として」の場合 「あなたが
主人公 であ るな らば」の場合 ，「あなたが主人公 であるな らば どれが望 ま しいか」の場合 ，「主
人公が存在 したな らば どれが望 ま しいか」 の場合 のいず れにおいて も，選択肢 の選択が，
f r ustration に お ち い る ものに お い て小 で あ るな らば ，仮 説〔 Ⅱ〕が証 明 され る こ とは 明
かである。
要 約
本論文ほ，修 士論文 でたてた主要 な仮説 の験証を報・告す ることを主 とした ものである。
資料 は修士論文以後 4 回 の学会 において発表 した ものを，用いた。 そ して，「実 際に行い
考えた適応的反応 は，問題 に対■して刺戟反応 汎化をなす。」及び「実際 に行い考えた ことの
問題 に対す る刺俄反応汎 化に対 してほ分化 が成立す る。」とい う2 仮説が証 明 された。なお
前者 の仮説 の他 の証明，叉 「集 団的にみ るとき，被験者 の多 くは，多 くの Sitnation に
おき，実際 に行 い考 えることにおいて，適応的反応をなす。」とい う仮説 の験証 の方法 も明
かにな った。前 の 2仮説 の証 明にあた ってほ，新 に「問題 に対す る思考 と実際に行 った こ
と考 えた ことの問 の分 化が，女子 よ りも男子，高校生 よ りも大学生 においてよ り成立す る
ものである。」との仮説 をたてたが， これ も証明 された。
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下 の各開につき，各 々の答 の内最 も適 当な答には◎ を，次 に適 当な答 にほ◎を，次に適 当な答に
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は○ を ，夫 々の 上 につ け て 下 さ い。
〔注 意 〕 貴 方 が これ迄 小 説 を書 い て い て， そ の結 末 を これか らつ け るのだ と云 うつ も りに な っ て，
適 当な答 を探 して 下 さ い。
1 彼 は 三年 半 一 口も 口は きか な か っ たが 愛 しつ ゞけ た女 が ，結 婚 した とい うし らせ を受 け ま した。
（1） 彼 は 深 い悲 しみ に落 入 った が ， そ の昔 しみ に耐 へ な が ら， 彼 は もっ と偉 大 な ものへ 向 っ てそ
の情 熱 を捧 げ よ うと決 意 し，彼 の こ の報 い られ ない 愛 は ，永 久 に清 らか な もの と して 自分 の胸
の うちだ け に しま って お い た。
（封 彼 はそ の知 らせ を受 け る と酒 を 坤 った 。鎗 扱 と して街 を行 くと， 暗 い街 角か ら濃 い ル ー ジ ュ
の女 が彼 を招 いた 。 そ の ま ゝ彼 は彼 女 に伴 は れ ，醜 い 欲情 の一 夜 を 過 した。 翌 朝 目覚 め た時 の
彼 は， 自己 険 悪 に死 ぬ は か りだ った。
（3 ） そ の報 せ は ，彼 に とっ て臓 腑 が ゑ ぐ り とられ るや うな悲惨 な 出来 事 で あ っ た。 しか し例 へ彼
女 が何 時 まで も結 婚 しな くて も，彼 ほ彼 女 に結 婚 を 申込 む様 な性 格 的 な強 さが な い こ とは よ く
判 っ て ゐた 。 3 年 半 彼 女 を愛 しつ ゞけ た こ とが彼 の唯 一 の慰 め で あ った 。
拝） 彼 は 目の前 が真 暗 に な った や うに悲 しん だ。 彼 の 人生 の生 甲斐 は彼 女 との結 婚 で あ った 。 し
か し彼 に は死 ぬ こ とも出 来 な か っ た。欺 きの うち に 為す る こ と もな き日 々が過 ぎて行 った 。
（5） 人 生 の生 きが ひ ，小 さな 自分 の人 生 の 目梗 と して ゐ る彼 女 の結 婚 を知 った彼 は， 人 世 の 無情
を悟 り， ほ か な くこの世 を去 った。
（6） 彼 は 深 く欺 き悲 しん だ。 そ の耳 に入 った のほ ，彼 女 が や が て離 婚 した との曝 で あ っ た。 彼 は
あ ま りに彼 女 を買 ひ被 っ てゐ た こ とに気 付 い た。人 世 に さ程 清 い もの の な い こ とを悟 っ た彼 は ，
も卑 内 気 な少 年 で は な くな った 。
（7） 彼 ほ 悲歎 を忘 るべ く勉 学 に励 ん だ。 一 か どの 名声 を か ち え た時 ，硯 は れた のほ き らびや か に
着飾 った彼女 であった。彼女は彼女 も彼 に思ひを寄せ ていた ことを語 った。彼ほ彼女に従 った。
2 人は駈落 の相談を した。約束の時間に彼女は姿 を見せなかった。彼 は列車 に運ばれていった。
（8） 彼 は 遠 く近 く彼 女 の噂 を き くに つ け， 煩 悶 ，時 には あ て の な い望 み を抱 き， 時 に は絶 望 を く
り返 し，世 間 か ら見 離 され孤 独 且 陰惨 な一 生 を 遂 げ る。
㈹ 彼 はほ っ と した。 愛 しつ ゞけ た とは いへ 果 して彼 女 が 最 善 の女 で あ った ら うか 。 最 初 は怯 ぢ
て だ った ら うが ，後 に ほ む しろそ れ故 に積 極 的 に 口 を き く気 に は な れ なか っ た の だ。 未 知 の世
界 の歓楽 ほ彼を磨いて居た。
㈹ 彼 ほ そ の時 激 しい怒 りに 駆 られ た。 しか し急激 な興 奮 か ら覚 め る と所 詮 彼 女 へ の愛 は其 の愛
情 の域 に入 る も ので は な か った こ とに気 付 き恥 ぢ入 った 。
2 彼 女 は虚 栄 の為 に夫 に隠 れ て莫大 な借 財 を しま した 。初 め の内 は夫 に も気 付 か れ ず着 飾 る のを
喜 ばれ てゐ ま したが ， 次第 に不 審 を 抱 か れ， 借 財 を発 見 され て しま ひ ま した。
（1） 夫 は強 くな じった が 彼女 に は夫 に素 直 にわ び る といふ 気 は な く，や ぶ れ か ぶ れ に な って ，半
ば狂 人 の様 に家 を 出 て しま った。
物 夫 は無気味な沈黙 を守 った。彼女は不安に戦 きなが ら，進んで打 明け る気持にもなれず 1 日
1 日を過 した。
（3） 彼女は泣 いて夫にわび，夫ほ寛大 な心でゆる し，借財のため経済的にほ苦 しいが精神 的には
幸福 な生活を送 る。
仙 彼 女 は言 ひ 合 ひ の末 家 を 出 ，一 切 の もの をな く して初 め て我 を折 り，今 は 1 丈 の収入 を も喜
び ，余 生 をほ そ ぼ そ と暮 した。
（5） 彼女は泣 いてわび，ひたす ら借財を な くすために数年 を過すぐそ して投機 が成功 し巨万の富
を得 る に至 るが， そ の 時知 った のは夫 に妾 が あ る ことで あ っ た。
（6） 彼女は夫を巧みに 口説 き，為替を偽造 して急場 を逃れ，更 に大金を得 て，昔 に優 る豪華な生
活 をつ ゞけた 。
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（7） 夫 は借 財 を払 っ て くれ るが彼 女 に 離婚 を 申渡 す。 彼 女 は そ れ を正 しい裁 き だ と悟 り， 日 々悔
悟 の清 らかな生活を送 った。
（8） 彼 女 ほ 自 らの非 を悟 り， 罪 深 い 自分 を な くす た め毒 を 服み ， 今 は彼 女 を許 した夫 に い だか れ
な が ら死 ん で行 く。
（功 彼 女 は 夫 に答 へ た 。 「 これ が 私 の生 き る道 で した。 私 か ら虚 栄 を奪 っ た ら何 が残 るで せ う。
今 日か らも私 は続 け ます。 借 金 で 首 が まは らな くな っ て も。」 と。
（1（歩 彼 女 は離 婚 され告 発 され ， やが て法 廷 で裁 か れ る身 と な った。 しか も彼 女 は 一 言 も敢 へ て抗
弁 しな か った 。虚 栄 に飽 き，人 の心 の 無情 を知 った 身 に と って ほ ， も阜 地 位 も名 誉 も護 るに 足
りな い も の で あ っ た 。
3 彼が遊学 を終へ て故郷 に帰 った時，恋人は既に この世の人ではあ りませんで した。
（1） 彼 ほ そ の恋 人 の死 に よっ てい は ゆ る偶 の世 界 か ら離 れ ，専 心 自己完 成 の為学 ん だ。 限 りあ る
人 の生 命 は か ねが ね 友人 の急 死 な どに よ り知 ら され て ゐた 為 ，さ して悲 しい とは 思 ほ なか った 。
（2） 彼ほ その真 に詣 で万射の涙 を注いだ。が，や ゝあって，今 はか く彼 女の傾が眠底を去来する
が ， やが てほ他 の人 を 妻 に しなけ れ は な らない で あ ら う人世 の淋 しさを 覚 え なが ら立去 った。
（3 ） 彼 は遊 学 中 に他 の女 と恋仲 に な って ゐ た。 彼 は彼 女 の死 を悲 しみ もせ ず ，新 な恋 を 楽 しみ ，
一方巧 みな処生術によって着 ミ社会的地位を築 いて行 っ’た。
仙 彼 は いか に して も彼 女 の務 が み たか った。 真 のは と りを うろつ い た未 遂 に基 を あ ば き，半 ば
腐 った彼 女 の死体 を ほ りお こ し，抱 き しめ ，愛 撫 した 。
（5） 彼女は彼 の学究生活の唯一人の支持者 であ った。彼女に死 なれた彼は学究生活への気力を失
ひ， 女 々 しい と常 に 思 ひ な が ら， 無 為 に そ の 日そ の 日を送 っ た。
（6） 遊学を終へ た彼を出迎へ たのほ彼 女の妹 であった。彼女の死 を聞いた彼 は，学 門の真理を探
究 し ょ うとい ふ志 を捨 て ゝ遊 楽 筏 へ と向 ふ のだ った。
（7） 彼 ほ 恋人 の真 に 日参 し， 泣 き明 した。 そ して た ゞ悲 しみ を紛 はせ ん が為 に研 究 に ふ け った。
1 年経 った。友人達は恋人などゐなかったや うに振舞 ふ彼の感度 を，不人情 な奴 だ といって非
難 した。 彼 も 自 ら本 当に さ うか も知 れ な い と疑 って み る こ とが あ つ た。
（8） 彼 は全力を研 究に注いだ。彼 の其価が認 め られた時，彼ほ助力者 の教養高 い婦人 と結婚 した。
亡 き恋 人 の面影 ほ ， こ のや さ しい婦 人 へ の愛 を祝 福 して ゐ るや うで あ っ た。
（幼 彼 は学究 の道の申に悲 しみのほけ口を見 出 し，終生独身を守 った。
¢切 彼 は只管研究に没 頭 し，業績をあげ，名声を得，篤学 の士 として仰がれた時，突然謎 の死を
遂 げ る。 そ の謎 の死 の秘 密 を物 語 る と思 は れ る ものは ，破 かれ た彼 女 の 写真 だけ だ っ た。
4 彼 は革 命軍 の 1 員 で したが ， 遂 に措 へ られ て しま ひ ま した。 そ して首 領 の在 処 を いへ ば助 け て
や る とい は れ ま した が 頑 と して 口を 割 らず刑 場 に連 れ て行 か れ ま した。
（1） 彼 は 確 か に生 へ の執着 は捨 て難 か っ た。 しか し人 はい づ れ死 ぬ こ とを考 へ れ ば ， これが 生 命
を有 効 に使 ふ こ とで あ った。 彼 ほ 淋 しい笑 を も ら し乍 ら刑 場 の露 と消 えた 。
（到 彼 は 革 命 が成 就 した 暁 の こ とを 胸 に ゑ が き， 同 時 に 自分 が そ の捨 石 の 1 つ とな った こ とに ヒ
ロイ ズ ムを 感 じな が ら，刑 の執 行 を受 け た。
（3） 彼 は革 命 の 同 志 を裏 切 って卑 怯 者 の汚 名 を受 け る よ り もむ しろ死 を選 ぶ べ き だ と考 へ， これ
が 同 志へ の義 務 だ と信 じて 死 ん だ。
叫 彼 は死 を 覚悟 して ゐた が ，刑 せ られ や うと した時 革 命 の成就 を告 げ る便 が来 り，救 はれ た 彼
は群 衆の熱狂的欧迎を受け る。
（5） い よい よ これ で最 後 だ とな る と， 彼 ほ 堪 へ られ な い恐 怖 を感 じた。 遂 に 首領 の名 を 口走 った
が 許 され ほ しなか っ た。 彼 は 呪 ひ ，喚 き， 悶 え つ ゝ死 ん だ。
（6） そ して彼 は 刑 せ られ た。 別 に革 命 に身 を捧 げ よ うと して 口 を割 らなか った わ け では な い。 彼
は も と も と生 に 対 して興 味 が な か っ た のだ 。
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（7） 目隠 しを され て銃 口か ら一定 の距 離 に立 た され た時 ， 彼 は主 義 に こ り回 って， 若 い 命 を捨 て
る こ とに激 しい疑 問 を感 じた。 そ の 時銃 口が 火 を 吹 き， 冷 い む くろ とな っ て しま った。
（朝 革 命の形勢ほ既に非であったが，彼 は生命を捧 げる覚悟だった。彼が刑せ られ よ うとした時
首 領 が 名 の り出 た。 そ して と も ど もに 刑 せ られ た。
付 点 後迄 口を割 らず ，死 を 覚悟 して 居 た が， こ の時革 命 軍 ほ 消滅 し， 首 領 も死 んだ 知 らせ が あ
り，彼 は助 命 され追 放 され るこ とに な っ た。 彼 ほ其 の後 特 赦 も肯 んぜ ず 一生 自分 を正義 の徒 と
して任 じ通 した 。
仁吻 死刑執行 の直前彼ほ最後の猶予を与へ られた。一時逃れのため，彼は首領が既 に逃去った後
の筈 である場所を教へた。所 が何かの手違 いで首領は そこに居 り，措へ られ，彼 は釈二枚された。
明 るい 町 に出 た と き，彼 は 一山か ら釈 放 され た喜 びに ひ た っ た。
5 彼の近所 の貧 しい憐れ な母娘 は，強欲非道な高利貸にさいなまれ，破滅の一歩事前に迄陥 って
し ま い ま し た 。
（1） 彼は丁度暮袋中だった海員に応募 し，給 料を前借 して匿名で母娘 に送 った。港 へ と急 ぐ列車
の中 で母 娘 の喜 ぶ さま を想 像 して ，彼 ほ ひ と り微 笑 ん で ゐ た。
担） 彼 は 出 来 るだ け の こ とは して や りた か った。 彼 の仝 生 活 を地 乗 す れ ば母 娘 を助 け られた か も
知 れ な い が，彼 に は洋 々た る前 途 が開 け て ゐ た。；波は見 てみ ぬ ふ りを し，母 娘 は 心 中 した 。 そ
の 2 人を葬 ったのは彼 だつた。
（3） 彼は何 とか しで母娘 を救 ひたかった。 しか し高利貸を面詰 する程 の勇気は なかった。母娘 の
家ほ差押〈 を受けた。 その夜， 自己嫌悪に陥った彼は酒場で酔 ひつぶれ，帰途，高利貸 の姿を
見 るや ， 発 作的 に殺 して しま った。
糾 彼ほ母娘 を救 ふ為友人先輩に働 きかける。彼 の熱意 と理解ある人 々の誠 意 とに よって彼 の運
動ほ功を奏 し，彼ほ娘 と結婚 し，三人 に幸福 な日が訪れ る。
（5） 彼 ほ貧乏な磯工だったが，母娘を救 ふ為内聴迄 したが，それは焼石に水 に過 ぎず，遂に高利
貸 を殺 して しま った 。彼 は掃 へ られ た が， ど こま で も自分 の行 為 を肯定 した。
（6 ） ；紋はその母娘を助け，神様に敬 はれ，一緒 に生活す るや うにな り，遂 に母娘 をもて遊 び，そ
の極 に 自殺 す る， そ の 取調 べ で 分 っ た こ とは ，母 娘 の 同時懐 胎 で あ った 。
（7） 憐れな母娘 は彼 の家を訪れ，若干の金 を貸 して もらいたい，でなけれは私達 は死ぬほかはな
い と訴 へ た 。彼 は冷 然 と して 「死 な ね ば な らぬ もの は死 ぬ さ」 と答 へ た。
（8） 彼 ほ金のカで左右される大人の世界 を恨み，呪った。 しか しそれは現実のその間題に対 し何
の 力 もな い もので あ った。 自分 だ け は こ ん な こ とを しな い と誓 ふ こ とに よっ て， わ づ か に精 神
的 辛 さか ら逃 れ て ゐた 。
（少 彼 は人 世 の醜 さ矛 盾 と 自己 の無 力 とに な や んだ。 しか しこれ が 人世 な ら， それ もや む を得 な
い と思 った 。彼 は正 しくあ る た めに ，何 よ り も先 づ 強 くな り，社 会 悪 に 対抗 し得 る地 位 を得 ね
は な らぬ と考 へ た。 この 目的達 成 の妨 に な る者 は桁 克っ け振 り捨 て 彼ゝ は 立 身 して行 った。
仁吻 母 娘 は 困窮 の末 ，心 中 した。 彼 ほ 自 らの無 力を欺 き， 大 学 へ行 き弁 護 士 に な り，損 得 を忘 れ
て身命 を貧 しき もの ゝた め に捧 げ た。
6 彼 女 ほ 3 年 前 に 離 れ去 った 恋人 にふ と出 会 ひ ま した 。彼 は も との や うに 馴 々 し く話 し掛 け て来
ま し た 。
（1） 彼 女 ほ彼 に復 讐 しょ うと考 へ た。 彼 を 引 きつけ ，最 後 の土壇 場 に な っ て捨 て ゝや ら うと思 っ
た占が，彼女 の心は次第 に変 って行 った。彼女はいつの間にか彼 の訪 問のみを待 ちこがれ るや
うに な った。
物 彼 に 対 す る疑 惑 を とひ正 す に は， 彼 女 の性 格 は あ ま りに も内 気 で あ った〔 再 び会 って 話 しか
けて釆た彼に切 ない程 の慕情を感ずれば感ず る程，彼 を完全に肯定 しきれ ない心に寂 しさと焦
立を感 じて彼女は彼か ら離れて行 った。
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7（3） ふ と恋 人 に 出会 った彼 女 の 心 ほ三 年 前 と同様 に と きめ いた 。しか し彼 女 は もとの彼 女 で ほ な
か った 。 さ りげ な く別 れ た 後 ， 夕陽 を うけ た彼 女 の睦 には 涙 が あ った が ， 片 ほ ゝに ほゑ くぼ が
浮 いて ゐ た。
仏） 彼 女 は彼 が 彼 女 を捨 てた こ とを訝 りな が ら彼 に従 っ て堕 落 し， そ して又 男 の冷 心 を知 り，心
に刻みつけ，更生 の道 を数年ふんだ時，再び掛 こ従 ふ破 目になる。男はあ く迄女を利 用す る。
そ の結 果 ，逆 上 した女 は， 男 を死 に至 らせ る。
（5 ） 彼 女 は彼 が 難 れ て行 った こ とを訝 み ， 恨 んで ゐ た が ，彼 の詳 しい説 明を きい てそ れ が連 絡 の
手 違 い か らであ り，半 ば 彼 女 の誤 解 か らで あ った こ とが判 り，二 人 の交 際 は 旧 に復 し， やが て
結婚 した。
（6） 彼 女 もま るで昨 日別 れ た 恋 人 と話 す や うに喜 ば しげ に話 した。 お互 ひに ， 自分 の文 相 手 のお
芝居に気付 き， しか もそれを楽んでゐた。電車が来て二人ほ別れた。文 明日金ふ恋人同士 の如
く。
（7） 例 の調 子 で や っ て来 た と思 ふ と， 憎 さが懐 しさに先 立 った 。彼 女 は 一 刻 も早 くこの場 を逃 れ
た か っ た。彼 女 は 「何 もい ほ ず に早 く別 れ ませ う」 とい ひ捨 て ゝ立 去 った 。
（8） 彼 女 は さ うい ふ彼 に不 潔 感 を抱 き，離 れ る決 意 を 固 めて 居 る のだ が ，普 通 り彼 が相 変 らず 男
ら しい容 姿 と，巧 み な話 術 とエ チ ケ ッ トを も って訪 ね て来 る と， つ い ず るず る と彼 に従 って し
まふ の だ った 。
（9） 彼女は彼に従 った。彼は昔 の如 く彼女 に横暴に振舞 ひ，時にほ彼女を殴 りつけ るや うになっ
た。 しか し彼 女 に は ， 再 び彼 と別 れ るこ と担 お そ ろ しい こ人＝まなか っ た。 た ゞ彼 の傍 に 居 る こ
とだけ で彼 女 ほ満 足 した。 如 何 に振 舞 はれ て も， どこ迄 も彼 女 は彼 の後 を追 って行 っ た。
（叫 彼 に捨 て られ て死 な うとまで した彼 女 の胸 に は， そ の時 口惜 しさが こみ 上 げ て来 た。彼 女 は
発 作 的 に彼 を押 し倒 し， はづ み を くっ て倒 れ た彼 の上 に また が った彼 女 ほ ， 固 くバ ン ドを握 り
しめて ゐ た。
彼はやは り孤児の友 人兄弟 と七年 間放浪生活を送 りましたが，父の旧友か らの突然の電報 に行
って見 まま す と， 父 の 旧友 ほ彼 の絵 画 の才 能 を惜 しみ ， ロー マに 伴 ひ た い と 申出 ま した 。
（1） 別 に た い して感 謝 す る で もな くそ の 申出 を受 入 れ ， た ち ま ち有 名 に な った 。 で， 彼 は か って
の友 人 兄 弟 を ロ ーマ に呼 び よせ よ うと した。 彼 等 ほ 拒 ん だ。 そ こで彼 も彼 等 に加 は り画筆 三 昧
の旅に一生 を終 った。
担） 彼 は貧 しいが安定 した生活 を離れて，功 名と，だが虚偽の世界に入 って行 く気にはなれなか
っ た。 父 の旧友 の 申 出 は， あ ま りに も遅 す ぎた 。
（ 3） 少年の正 義心か ら，一人幸福にな ることを断 り，放浪生活を続け る。が友人ほいつか彼を離
れ る。 一人 残 っ た彼 は ，好 き な絵 も続 け られ ず ，頼 る人 とて全 くな い。 只 か って の ロー マ行 拒
否 を後悔 しつ ゝ無意味な一生 を続け る。
仙彼 の生活 は あ ま りに も友 人 兄 弟 と同一 の もの とな って しま っ てゐ た。 彼 は 寂 しさ をか くして
励 ます だ ろ う二 人 の こ とを考 へ る と ど う して も承 諾 出 来 ず ， あ って涙 と共 に辞 して帰 るの だ っ
た。
（ 5） 彼 ほ友 人 兄 弟 との長 年 の友誼 を思 ひ， 二 人 を捨 て ゝほ な らぬ と考 へ ， 又 古 い社 会 に対 す る嫌
悪 の情 もあ った の で ， 申 出を 断 っ た。
（ 6） 彼 は友 人 兄 弟 の も とに帰 り一部 始 終 を 話 す。 二 人 は ロー マ行 を す ゝめ 励 ま し，彼 も絵 画 の 道
に お け る大 成 を誓 ひ， 一 夜 か た り明 して ，翌 朝 東 へ西 へ と別 れ た。
（ 7） 彼 が帰 るの を ，元 気 よ く迎 へ た友 人兄 弟 の顔 を み る と，何 もいへ な か った 。何 事 もな か っ た
や うに装 ひ は した が， 野 心 と友 情 のい づ れに就 くか の間 ほ東 の中 を か け め ぐっ て， そ の 夜 は一
睡 も出 来 な か っ た。
（ 8） 野 心 と友 情 の いづ れ に つ くか 悩 ん だ彼 は ，返 事 を留保 した。 帰 る追 給 なん か や るか ら こん な
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に苦 しむ の だ と考 へ た彼 ほ， 絵 具 を海 に触 り込 んで しまっ た。
（少 彼 ほ友 を欺 い て， 父 の 旧友 と共 に ロ ーマ に赴 い た。 長 年 の彼 の生 活 を知 る ものは ，麦 を某 切
っ た彼 に罵 声 を浴 び せ た。 しか も彼 の進 歩 ほ遅 々た る もの で あ った 。彼 は只 管 画 室 に のみ こ も
っ た。 世 間 が彼 に 白い 限 を 向け れ は むけ る程 。
㈹ 彼 は 父 の 旧友 に徒 っ た。 が ， ふ と した磯 み か ら喧 嘩 し，地 り出 され て無 一文 とな っ た。 友 人
兄 弟 は ， 憮降 し切 った彼 を いつ に変 らぬ 愛 情 を もって迎 へ て くれ た。 ；綬 は迷 ひ の もと ゝな った
画筆 を捨 て， も早 如何 な る誘 惑 が あ ろ うと も， この 友 を離 れ ない と誓 った 。
8 彼 女 ほ愛 してゐ た 男 が， 他 の女 の こ とで 決 謝 して殺 さ れ た こ とを知 りま した 。
（1） 彼 女 ほ 反動 的 に 男 といふ ものへ のに くしみ に囚 ほ れ た。 彼 女 ほ美 で男 性 を ひ き よせ ， み じめ
な愛情 の と りこ とな った 男 を ふ り切 って は よ ろ こび を感 じて生 きる女 に な っ た のだ った 。
（勿 あ れ程 迄 に愛 した彼 が ，他 の女 のた め に死 ぬ とは 思 ひが け な か っ た。 憎 しみ は燃 えた が ， な
つ か しさ は前 に もま して募 った。
（3） 彼 女 ほ男 とい ふ ものへ の ほ か り難 い恐 怖 と さげ す み を覚 え ， いか な る誘 惑 に も耳 を薄 さ うと
せ ず ， ひ と り淋 し く生 きて行 っ た。
牲） 彼 女 に は，他 の女 の為 に死 んだ 男 には ， も う何 の未 練 もなか っ た。 彼 女 は彼 の死 を もた ら し
た彼 の友 人 を 誘惑 し， 前 に もま した 享 楽 の 日々を続 け た。
（5） 悲 報 を もた ら した友 人 ほ や さ し く彼 女 を な ぐさめ ，彼 女 は悲 欺 の あ ま り彼 に従 った 。 が彼 は ，
甘言 を もって彼 女 をあ ざむ いた に 過 ぎなか った。 又 して も裏切 られ た彼 女 に は， も早 死 しか 残
っ て ゐ なか った。
（6） 彼 女 の欺 きを や さ し く慰 め て くれ た のは ， な き恋 人 の友 人 で ，彼 は ひ そか に彼 女 に思 ひ を よ
せてゐた。彼女 はその誠 意に感 じ，死者 の冥福を祈 りつ 結ゝ 婚 した。
（7） 彼女への彼 の愛情は深 かったが，彼 は人妻 との関係 を誤解 されて殺 されたのであ る。その事
情 を知 り納得 した彼 女 は， 卑 怯 な 決 闘 の相 手 に必 ず復 讐 しょ うと誓 った。
（8） 青春 の夢は破 られたが，彼女にほ彼 を憎む気持 にはなれなかった。彼 女には彼が唯一人 の男
で あ った 。彼 女 は そ の墓 前 で 死 ぬ た め に， 彼 の羞 へ と馳 せ るの だ った 。
（勃 彼 女 ほ恋 仇 で あ り彼 の死 の原 因 とな った 女 を ，殺 さ うと し接 近 す る。 が ，近 づ い て見 る とそ
の女は，優 しく気高い婦人であった。彼女はその心身 の実に うたれ，彼 が この女の為に死 んだ
ことを む しろ祝 福 す る気持 に な った。
¢ゆ 純情 だ っ た彼 女 の性 格 は ， そ れ か ら一 変 して しま った。 彼 女 は 男 か ら男 を 求 め た。 常 に うつ
ろ な思 ひ を秘 めて ， この度 毎 に これ が真 実 の 愛 だ と信 じつ ゝ。
9 青 物屋 の老 人ほ 無実 の罪 で二 週 間拘 留 され ま した。 出 て見 る と得 意先 ほ と られ 前科 者 だ と いふ
の で誰 も相 手 に して くれ ず， 益 ミ貧 窮 に お ち い って しま ひ ま した。
（1） 老人 は結 局 物 乞 ひ をす る生活 に まで お ち ぶ れ て しまっ た。 そ して 夜 ほ民 家 に 忍 び入 って 強 盗
を働 き，昼 は道行 く人 の同情を集めてゐた。
㈲ 今 や 貧乏 な老 人 に とっ ては ，拘 留 の間 が生 活 の安定 した唯 一 の 時 とな って しま った 。 で 再 び
掃 へ た警 官 に 喧嘩 を売 り雨露 を しの ぐ場 所 を得 よ うと した が ，警 官 は今度 ほ 一 向相 手 に しな か
った 。
（3） 彼 ほ警 察 に 事 情 を話 した 。警 官 もと りし らべの結 果彼 の無 罪 と正 直 さを 知 っ てい た し，謝 罪
の意 味 もあ り，親 身 に な って行 末 を考 へ て くれ た 。祐 局 老 人 ホ ーム に入 り，昼 間は 仕事 を す る
こ とが 出来 た。
牲） 一 時 は一失望 した が ， あせ らず に新 しい所 に移 って な は正 しい生 活 を続 け た。 彼 ほ 正 し く生 活
しさへ す れ ば， 何 時 かほ 救 は れ る時 が 来 る と信 じて ゐ た。
（5） か うした こ と もあ の警 官放 と思 ふ と，老 人 ほ 口惜 しさに 堪 へ られ な くな った。 老 人 は替 官 に
喧嘩 を売 り，更 に 重 い 罰 を受 け た。
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（6） あ ま りな打 撃 に 老 人 ほ， も卑 真 面 目に 働 か うとい う気持 に なれ な くな った。 が 一 思 ひに 死 ぬ
こ と も出来 ず ， 物 乞 ひ の身 に お ち ぶれ た 。
（7） 無 実 で 拘留 され た こ とよ りも， こ の広 い世 の 中に 自分 の立 場 を理 解 し同情 して くれ る人 のな
い こ とが ，淋 し く悲 し く涙 ぐまれ た。
（8） 老 人に ほ ， も革 新 しい生 活 を も り立 て るだ け の気 力 も体 力 もなか っ た。 世 の無 情 を知 っ た身
に は何 の生 甲斐 もな く，彼 の寿 命 は 静 か に切 れ て行 っ た。
（勃 老 人ほ ， に も拘 らず せ っ せ と青物 を つ く り，毎 朝 早 くか ら荷 車 を 引 い て町 々を め ぐった。 そ
して 日が 沈 み あ た りが見 え な くな る と， や っ と一つ も売 れ な か った 野 菜 の 山 を， 家 に ひ き帰 る
の だ っ た。
㈹ 老 人ほ 世 を呪 ひ なが ら何 に身 を投 じた。 が 丁度 通 りか ゝっ た金 持 の手 に よ っ て救 ほれ ， 巨額
の金 が与 へ られ た。 以 前 な ら恵 んで も らふ こ とを恥 と した彼 も喜 んで そ れ を戴 き，余 生 を安 楽
に過 した。
1 0 彼 と彼 女 ほ両 親 同士 も許 した婚 約 の仲 で した が ，彼 女 は神 の道 に 身 を捧 げ よ うと思 ふ あ ま り，
彼 に故 意 に よそ よそ しい態度 を とるや うに な りま した。
（1） 彼女は彼に許 さず して逝 いた。死後彼 ほ残 された 日記 を見 て初 めて彼女の心情を知 り，いま
さ らに 彼 女 の死 を い たみ ，余 塵 をひ と し く神 の道 に捧 げ て過 した 。
（到 彼 に ほ彼 女 の よそ よそ し くす る理 由 が 判 らか な っ た。 彼 は 或 は彼 女 の後 を迫 ひ， 或 ほ遠 ざか
りして彼 女 の真 意 を得 ぬ ま ゝ疑 惑 の うちに 日を過 す の だ っ た。
（3 ） 彼 ほ ， あ ま りな彼 女 の よそ よそ しさに 耐へ られ な くな っ て しまっ た。 簾 は れ てゐ る といふ 怒
りが ，何 よ りも強 く彼 を支 配 した。 彼 は婚 約 を破 棄 した。
性） 彼 は神 な ど信 じは しなか った。 彼 女 の姿 に は， む しろ滑 稽 な 感 じさへ も した。 彼 ほ 沈 鬱 な恋
人に我慢 出来な くなった。彼ほ彼女 を捨 て去った。 ●
（5） 彼 ほ彼 女 を信 じた。 いつ の 日か我 胸 に も どる彼 女 の姿 を抱 い て， だ が何 年 た っ て もそ れ は現
実 とな っ て凍 れ ず ，彼 女 ほ 神 に 召 され た。二彼 に とって ， これ も測 り難 い神 の御 業 で あ った 。
（6） 彼 ほ彼 女 を愛 し， い つ の 日か神 の御 手 に よっ て二 人 が結 ばれ る こ とを 固 く信 じて ゐ た。 突然 ，
彼女は死 んで しまった。一人残 された彼は彼 か ら彼女を奪 った神を深 く呪ふに至 った。
（7） 彼 も神 の前 に 反 省 した。 そ して 二人 は神 を知 らない 人 々の求 め て ゐ る愛 欲 だ け に よ っ て仝 し
とせ ず ，神 を 中心 と－した信 仰 の愛 に よっ て愛 す るこ と を誓 っ た。
（8） 彼 の切 な る愛 情 は 遂 に彼 女 を動 か した。 彼 女 に も， む しろ人 世 の幸 福 の うちに こそ ，其 の神
の道 のあ る こ とが判 った 。二 人 は結 婚 した。
佃 彼 は執拗 に彼女に迫 った。 そ して遂 に暴 力を もって彼女をわ がもの とした。彼女の狂信的信
仰 は絶 対 に さや うな こ とほ許 さな か っ た。 彼 女 は けが れ た 我 が身 を欺 き， 自 ら命 を絶 っ た。
¢吻 彼 は， 或 日暴 力 を も って彼 女 を 属 せ しめ た。 い や いや なが ら彼 女 は 結婚 を康 諾 した。 そ の後
彼 女 には か っ て の神 を 信 じた時 代 が お ろか し くな り， 現 実 の生 活 に幸 福 の意 味 を 求 め る よ うに
な っ た。 彼 は さ うした変 化 を喜 ん だ。
選択肢を附 した物語尭成法第 2 型
学部 科 学年 年令 才 要 番号
以 下 の各 問題 に つ い て， あな た が これ まで小 説 を書 い て い て， そ の結 末 を これか らつ け る のだ と
いうつ も りに な って ，適 当 な答 を探 し出 して 下 さい 。 お の お の十偶 の答 の うち最 も適 当 と思 わ れ る
ものを え らび 出 し， この紙 の問 題 の番 号 の 下 へ ，そ の答 の番 号 を書 い て下 さい。
工
Ⅱ
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学部 科 学年 年令 才 塁 審号
以下の各問題について，あなたが この彼又ほ彼女 （ 工・ Ⅱは彼， Ⅱは彼女 ，Ⅳは老人 ，Y は彼）
であ り， 実 際 に こ の よ うな境 遇 に お か れ こ の よ うな事 件 が 起 っ た と した な らば， どの よ うな こ とに
なる と思 い ます か。 お の お の十 偶 の答 の うち最 も適 当 と思 われ る もの を え らび出 し， こ の耗 の問 題
の番 号の下へ，その答の番 号を書 いて下さい。
工
??? ?
学部 科 学年 年令 才 芸 番号
以 下 の各 問題 に つ い て， あ な た が こ の彼又 は彼 女 （ 工・ Ⅱほ 彼 ， Ⅱは彼 女 ，Ⅳ ほ 老 人 ， Ⅴほ彼 ）
であ り，実 際 に こ の よ うな， 境 遇 に おか れ この よ うな事件 が起 った と した な らば ， どの よ うな こ と
にな るの が あ なた に とっ て望 ま しい です か 。 お の お の十偶 の答 の うち最 も適 当 と思 わ れ る もの を え
らび 出 し， この耗 の問 題 の番 号 の下 へ ， そ の答 の番 号 を香 い て下 さい 。
工
????
学部 科 学年 年令 才 芸 番号
以 下 の各 問題 に つ い て， この よ うな境遇 に あ りこの よ うな事 件 に 出会 った彼 又 は彼 女 （ 工・ Ⅱは
彼， Ⅱほ彼 女 ，Ⅳ は 老 人 ， Y は彼 ） ほ ど の よ うに な るか， 考 えて 下 さ い。 お のお ？十 偶 の答 の うち
最も適 当 と思わ れ る もの を え らび 出 し， この紙 の問 題 の番 号 の 下 へ ， そ の答 の番 号 を書 い て 下 さ い。
工
??
学部 科 学年 年令 才 塁 審号
以 下 の各 問題 に つ い て， この よ うな境 遇 に あ りこの よ うな事 件 に 出会 った彼 又 ほ彼 女 （ 工・ Ⅱは
彼， Ⅱ は彼 女 ， Ⅳ は老 人 ．Y は彼 ） が 存 在 した な らば ， あ なた は彼 又 は彼 女 が ど の よ うな こ とに な
るのが 望 ま しい と思 い ます か。 お のお の 十個 の答 の うち最 も適 当 と思わ れ る もの をえ らび 出 し， こ
の紙 の問題 の番号の下へ，その答 の番号を書 いて下さい。
エ
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工 彼 は 近 所 の貧 しい あ われ な母 娘 と母 妹 の よ うに親 し く交 際 して い ま したが ， そ の母 娘 は 強欲 な
高 利 貸 に さい な まれ ，破 滅 の一歩 手 前 に まで お ち い って し まい ま した。
（1） 彼 に は母 娘 を救 うだけ の金 も地 位 もな か っ た。母 娘 の家 をお とずれ 食 物 に も困 る現 状 を み て
は 涙 ぐみ， 暗 い 思 い に と ざ され る だけ だ った。
（2 ） 彼 は で き るだ け の こ とを す べ き だ と考 え た が， そ れ に は希 望 に 満 ち た前 途 を な げ うた ね は な
らな か った 。彼 ほ見 て見 ぬ ふ りを し，母 娘 は心 中 した 。 それ を 葬 っ た の は彼 だ っ た。
（3 ） 彼 ほ 何 とか して母 娘 を救 い たか った。 だが ， 何 と もす る こ とが 出来 ぬ うち に ，母 娘 の家 は差
押 え を うけ た 。彼 ほ高 利 貸 を 訪 問 してせ め ， ほ っ さ的 に暴 力 を振 い ，訴 え られ た。
仙 彼 ほ母 娘 を救 うた め友 人 先輩 に働 きか け た。 彼 の 熱意 と理 解 あ る人 々 の誠 意 とに よ って彼 の
運 動は功を奏 し，彼 は娘 と結婚 し，三人に幸福 な日が訪れた。
（5） 彼 ほ貧 しい 聴工 だ った が ，母 娘 をす く うた め内 聴 まで した。 が ， そ れ はや け石 に水 に す ぎず，
遂 に他 人 の金 を ぬ す み， 掃 え られ た。 しか し彼 は ど こ まで も 自分 の行 為 を背 足 した。
（6） 彼 は その母 娘 を助 け 神様 の よ うに 敬 わ れ， か ね が ね愛 してい た娘 と婚 約 した。 しか し助 け る
た め の金 は ， 為替 を偽 造 して得 た もの だ っ た。 そ れ が 発 覚 して ，彼 ほ 自殺 して しま った 。
（7） あわ れ な母 娘 ほ 彼 の家 を訪 れ ， 「お金 をか して も らいた い ， で なけ れ ば 私 た ちは 死 ぬ は か な
い」 と訴 え た。 彼 は 冷 た く， 「死 な ね は な らぬ もの ほ死 ぬ さ」 と答 えた 。
（8） 彼 ほ 金 の カ で左 右 され る大 人 の世 界 を う らみ ， の ろ っ た。 しか しそれ ほ 現実 にほ なん の 力 も
な い もの だ っ た。 彼 ほ手 を つか ね て ， た ゞ母 娘 の苦 しみ を見 送 っ た。
佃 彼 は 人生 の矛 盾 と 自己 の無 力 とに な や んだ。 しか しこれ が 人生 な ら， やむ を得 な い と思 った。
彼 ほ 正 し くあ るた め に 強 くな ろ う， 社 会悪 に 対 抗 出来 るだ け の地 位 を得 よ うと決 意 した。
¢ゆ 彼 は 無 力 を なげ き，大 学 へ ゆ き弁 護 士 とな り，損 得 を 忘 れ て， 身 命 を貧 しい もの の た めに 捧
げ た。母 娘 の あわ れ な姿 は ，生 が い を 通 じて のい ま しめ となっ た。
Ⅱ孤 児 で あ る彼 は， や は り孤 児 の友 人 と 7 年 間 放浪 生 活 を送 りま した が ，父 の旧 友 か らの 突然 の
電 報 に行 って み ます と， 父 の 旧友 は ，彼 の絵 画 の 才能 を惜 しみ ，養 子 に した い と 申出 ま した。
（1） 別 に た い して感 謝 す るの で もな くそ の 申出 を うけ いれ ， た ち ま ち有 名 に な っ た。 あ る時 た ま
た ま友人 に再 会 した が ， が ち って しま った 身 分 の相 手 に ほ ，何 の なつ か しさ も覚 え な か った 。
（封 彼 は 貧 しい不 安 定 な生 活 よ りも， た しか に ，安 定 した 功 名 もとげ られ れ る社 会 の方 が， 好 ま
しか った。 だ が今 か ら父 の旧 友 の養 子 に な って も， 身 に つ い た下 品 さは物 笑 いに な るだ けだ と
考 えた 。 申 出 は遅 す ぎた。
（3） 1 人 幸 福 に な る こ とを断 り，放 浪 生 活 を つ づ けた 。 が ，友 人 は いつ か彼 を離 れ ， と り残 され
た彼 に ほ好 き な絵 も続 け られ な くな って しま い， 頼 る人 とて もな い。 か っ ての 拒 否 を後 悔 しつ
つ，無意味 な一生をつづけるのみであった。
牲） 彼 の生 活 はあ ま りに も友 人 と同一 の もの とな っ て しまっ て いた 。彼 は寂 しさを か く して 励 す
だ ろ う友 人 の こ とを考 え る と ど うして も承 諾 出来 なか った。 彼 ほ辞 して帰 る のだ っ た。
（5） 彼 ほ友 人 と の長 年 の友 情 を思 い ，友 を捨 て て は な らぬ と考 え， 又 父 の 旧友 の養 子 となれ は ，
そ こに生 活 しな け れ ば な らぬ 社会 のみ に くさ もよ く心 得 て い た ので ， い さ ぎ よ く申 出 を断 った。
（6） 彼 ほ友 人 の も とに帰 り一 部 し じゅ うを 話 した。 表 入 は す す めは げ ま し，彼 も絵 画 の遣 にお け
る大 成 を誓 った。 2 人 は一 夜語 りあか して ，希 望 に み ち て翌 朝 東 と西 とに別 れ た。
（7） 彼 が帰 る のを ，元 気 よ く迎 え た友 人 の 顔 をみ る と，何 もい えな か っ た。 なに ご と もなか った
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よ うに そお い は したが ， 野 心 と友 情 の い ずれ に つ くか の間 は 頭 の 中 をか け め ぐって ， そ の夜 は
一 睡 もで きなか った。
（8） 野 心 と友 情 のい ず れ につ くか な や んだ彼 は， 返 事 を保 留 した。 帰 る道 ，絵 な んか や るか らこ
ん なに苦 しむ のだ と考 えた 彼 は ，音数情 にか られ て，絵 具 を海 に は お り込 んで しま っ た。
（勃 彼は友 人にその ことを告げ もせず養子 になった。長年 の彼 の生活 を知 る人達 は，友人を裏切
った彼 を の ゝ しった。 しか も彼 の進 歩 は遅 々 と してい た。 彼 はひ た す ら画室 に こ もっ た。 世 間
が彼 に 白い 限 をむ け る程 。
（叫 彼 ほ 父 の 旧友 の養 子 と な った が ふ と した は ずみ か らけ んか し， ほ う り出 され て無 一 文 とな っ
た。彼 ほ友 人 との 楽 しか った生 活 を思 い出 し，迷 い の も とと な った 画筆 の才 能 を恨 ん だ。
漑彼 女 は 三年 前 に 離 れ云 った 恋人 に ， ふ と出 会 い ま した 。彼 は もとの よ うに なれ な れ し く話 し掛
け て来 ま した。
（1） 彼 女 ほ彼 に復 しゅ う しょ うと考 えた 。彼 を ひ きつ け て， 最 後 の土 壇 場 にな って捨 て ゝや ろ う
と思 った。 が，彼 女 の心 は次 第 に変 っ て行 っ た。 彼 女 は い っ の間 に か ，彼 と会 うこ とだ け を待
ち こが れ る よ うに な っ た 。
（2） 彼 に対 す る疑 いを とい正 す に は ，彼 女 の性格 ほ あ ま りに も内 気で あ った。 再 び会 っ て話 し掛
け て来 た彼 に切 ない したわ しさを 感ず れ は 感 ず る程 ，彼 を完 全 に肯 定 しきれ ない 心 に さ び しさ
を感 じて，彼女 ほ彼 か ら離れて行 った。
（3） ふ と恋 人 に 出会 った彼 女 の 心 は ， 3 年 前 と同様 に と きめ いた 。 しか し彼 女 は す で に婚 約 して
い た のだ った。 さ りげ な く別 れ た 後 ，彼 女 は迷 い の起 きな か っ た こ とを ， 心 か ら嬉 し く感 じた。
仙 彼女は彼 に従 ってだ らくし，彼 の冷い心を知って心に刻みつけ，更生 の道 をふんだのだった。
だが こ うして再 び彼 に従 う羽 目に な っ て し まった 。 あ くま で利 用 さ れ た彼 女 は ，遂 に死 ん で彼
か ら逃 れ るよ りほか な か った 。
（5） 彼 女 は彼 が 離 れ た こ とに疑 いを い だ いて い た。 しか しそ れ は連 絡 の手 違 いか らで あ り， 彼 女
の誤 解 もあ った こ と も判 った 。 二 人 の交 際 は こ う して旧 に復 し， や が て結 ばれ た 。
（6 ） 彼 女 も まるで 昨 日別 れ た恋人 と話 す よ うに ，喜 ば し捌 こ話 した。 お互 い に， 自分 の又 相 手 の
お芝 居 に 気 付 き， しか もそれ を 楽 しん でい た 。電 車 が 来 て二 人は 別 れ た。 又 明 日会 う恋 人 同士
の よ うに 。
（7） 例 の調 子 でや って来 た と思 うと，憎 さが な つか しさ に先 立 った 。彼 女 は怒 りで 目 も く らんだ。
一刻 も早 くこの場 を逃 れ たか った 。彼 女 は 「何 もいわ ず に早 く別 れ ま し ょ う」 とい い捨 て ゝ立
去 った。
（8） 彼 女 は彼 を不 評 と思 い ，離 れ て くれ て よか った と思 い ，二 度 と口 も き くま い と考 え て い た。
だが ，昔 通 りの美 ば うと才 気 を もっ た彼 を見 る と， そ の決 意 もに ぶ っ た。 彼 女 ほ ず るず る と彼
に従 って しま った 。
㈹ 彼女は彼 に応 じた。彼 ほきまぐれな，横暴 な人間であった。 しか し彼女 には，再 び彼 と別 れ
る こ と程 お そ ろ しい こ とは なか っ た。 どん な に振 舞 わ れ て も， ど こ まで も彼 女 ほ彼 の後 を追 っ
て行 った。
（叫 彼 女 は彼 に応 答 した。 しか し三年 間 の 月 日は， 彼 を す っ か り変 え て しま っ てい た。 彼 女 ほか
って の彼 の 面影 を した わ し く思 い 浮 べ な が ら， さ び し く別 れ て ゆ くのだ っ た。
Ⅳ青 物 屋 の老 人 は， 無 実 の罪 で 2 週 間拘 留 され ま した 。 出 て み る と得意 先 は と られ ，前 科 者 だ と
い うの でだ れ も相 手 に して くれ ず ， ます ます 貧 窮 に お ちい って しまい ま した。
（1） 老 人は 得意 先 に行 って ほ， 商売 が た き の こ とを， あれ これ と悪 くい い ふ ら した 。 しか し誰 も
老人 の言 葉 を信 ぜ ず， 老 人 は あた りの 鼻 つ まみ もの とな った 。
（2 ） 貧乏 な老人 に と って は ，拘 留 の 間 が生 活 の安定 した 唯 一 の時 と な って しま った 。 で ，彼 を掃
えた警 官 にけ ん か を売 り，雨 露 を しの ぐ場 所 を得 よ うと した が， 警 官 ほ今 度 は一 向相 手 に しな
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か った。
（ 3 ） 彼 ほ警 察 に事 情 を話 した 。警 官 も彼 の無 罪 ほ知 っ て いた し，親 身 に な って ゆ くす え を考 えて
くれ た。 け っ き ょ く老 人 ホ ー ムに入 り，昼 間 ほ仕事 を す る こ とが 出来 た。
仙1 時 は失 望 した が， あせ らず新 しい と ころ に移 って な お正 しい生 活 を続 け た。 彼 ほ正 し く生
活 し さす れは ， い つ か は救 わ れ る時 が くる と信 じて い た。
（ 5） 老 人 は た また ま，大 金 の 入 っ た さ いふ を拾 った 。 か っ ては 恵 ん で も ら うこ と も恥 と した彼 も，
喜 ん で そ れ を 自分 の もの と し，余 生 を安 楽 に過 した 。
（ 6） あ ま りな打 撃 に老 人 は， もは や ま じめ に働 こ うとい う気 特 に なれ な くな った 。 だ が一 思 い に
死 ぬ こ と もで き ない で， 物 ごい の身 にお ちぶ れ た。
（ 7） 無罪 で拘 留 され た こと よ りも， この広 い世 の中 に 自分 の立 場 を理 解 し同情 して くれ る人 が 1
人 もな い こ とが ， さ び し く悲 し く，涙 ぐまれ た。
（ 8） 老 人 に ほ， もは や新 しい 生 活 を も り立 て るだ け の気 力 も， 体 力 もな か った 。世 の無 情 を知 っ
た身 に は な んの い きが い もな く，彼 の寿 命 は静 か に 切れ て行 った 。
（ 9） 老 人 ほ それ で もせ っせ と青物 を つ く り， 毎 朝早 くか ら荷 車 を 引い て 町 をめ ぐっ た。 そ して 日
が 沈 み あ た りが見 え な くな る と，売 れぬ 野 菜 、つ山 を家 に 引 き帰 った。
叫老 人 は世 をの ろい な が ら何 に 身 を投 じた 。 しか し通 りが か りの人 に助 け られ ，新 しい土 地 へ
移 っ て ， も一 度生 活 を し直 す こ とを決 意 した 。
彼 女 は ク リス チ ャ ンで したが ， 信仰 を持 たな い彼 を愛 す る よ うに な りま した 。
（ 1） 彼 も彼 女 も信 仰 と信 念 を まげ る こ とは 出来 なか った。 二 人 は 話 し合 い， な っ と く して別 れ た。
二人 の間 の愛 情 は ， いつ まで も変 らな い もの で あ った け れ ども。
（ 封 彼 と彼 女 ほ 越 え られ ない 一 線 を感 じ， どち らか ら と もな く離 れ て行 った 。 しば ら く して彼 女
か ら別 れ た 理 由 を訴 えた 手 耗 が送 られ て 来 た。 そ して彼 は一 層 彼 女 を愛 す る よ うに な った。
（ 3） 彼 ほ神 な ど信 じは しなか った。 彼 女 の 姿 に はむ しろ こっけ い な感 じさ え も した。 彼 は 事 毎 に
説教 がま しい彼 女に我 まん出来な くなった。彼 は彼女を捨 て去 った。
牲） 彼 ほ こ とご とに 困苦 しい彼 女 の態 度 が 理 解 出来 なか った。 き らわ れ て い るの で は な いか と凝
った。彼 ほ彼女 の後を追 い，或ほ遠ざかって日を過 すのだった。
（ 5） 彼 女 の切 な愛 情 ほ彼 を動 か した。 彼 は彼 女 の信 仰 をみ とめ た。 彼等 の愛 情 を さ また げ る もの
は何一つなかった。彼等 は遂に祐 はれた。
（ 6） 彼 ほ彼 女 を愛 し， そ の愛 情 に よっ て いつ か ほ彼 女 と結 ば れ る もの と信 じて いた 。 しか し，彼
女 ほ遂 に彼か ら離れ て行 った。彼ほその後，人の愛情 を信ぜぬ ようになった。
（ 7） 彼 は彼 女 に信 仰 を 捨 て るこ とを 求 め た。 だ が そ れ ほ彼 女 に とっ て と うて い耐 え られ るこ とで
ほ なか った 。彼 に と って ほ 十分 に 愛 され て い ない証 拠 であ った 。彼 は別 れ た。
（8） 彼 に は彼 女 の神 を信 ず る こ とほ， 不 可能 で あ った 。 そ してそ うしな けれ ば彼 女 と結 ば れ な か
っ た。 彼 は な や み ， あ て のな い望 み を い だ き， 又 絶 望 を く り返 した。
（9） 彼 ほ彼女に動か され，神 を信 じ，神 の御幸 によって二 人が結ばれ ると考えた。突然彼女は死
ん で しま った。 一人 残 され た彼 ほ， 彼 か ら彼 女 を うば っ た神 を 深 くの ろ うに い た った 。
杜ゆ 信 仰 の問 題 ほ ，彼 女 に とっ て 重大 な もの で あ った。 だ が彼 に とっ てほ ， 愛情 を さ また げ る も
の で あ っ た。 二 人 は果 の ない議 論 を く り返 した。彼 は信 仰 を ます ます い と うよ うに な った。
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